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台風情報の改善の方向性

資料３
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１．早めの備えを促す情報
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前回の論点と検討項目の整理

検討項目① 予測の時間スケールについて
○ エルニーニョ現象（ENSO）やマッデン・ジュリアン振動（MJO）等の予測精度が向上しており

数か月先の台風情報を提供することは可能ではないか。
○ ６か月前からの情報は地域ごとではなく日本付近に存在する台風が平年より多いか少ないかと

いう程度の情報になると思う。

検討項目② 不確実性の扱いについて
○ １か月先までの情報は一般の方も今後の予定の計画等で我が事感を感じられるため、一般

向けに分かりやすく提供できればよい。
○ 早めの情報がどこまでの精度を担保できるものなのかという点が重要。精度が低過ぎる場合は

社会活動へ悪影響を及ぼす懸念がある。一般の方については精度の低さや情報の扱い方につ
いてしっかり認識してもらい、社会の混乱を招かないように情報提供する必要がある。

＜前回の論点＞
「早めの備えを促す情報」として、社会のニーズに応じた様々な時間スケール※の台風の発生
や接近の見通しに関する情報をシームレスに提供するためには、どのような情報が必要か。

※例えば、1週間先まで、1週間～1か月先まで、1か月以上先

早めの備え
を促す情報

以下の検討項目について議論

委員からのご意見（再掲）

委員からのご意見（再掲）
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すでに存在する個々の熱帯擾乱の
発達を予測できる。
（例）向こう１週間で熱帯低気

圧が台風に発達する可能性など

① 予測の時間スケール：リードタイムの長さに応じた予測可能性

リードタイムの長さに応じて予測可能な現象（時間・空間スケール）は異なる。

６か月先 ３か月先 １か月先 ２週間先 １週間先

ゆっくりした熱帯大気海洋変動
（ENSO等）の影響を受けた、
空間・時間スケールの大きな統
計値を予測できる。
（例）今夏の北西太平洋の

台風発生数など

熱帯の季節内変動（MJO等）
の影響を受けた、台風の発生しや
すさを場所ごとに予測できる。
（例）週別の場所ごとの台風発

生可能性など

早めの備え
を促す情報

台風の発生は総観規模スケールの現象
であり、１週間先程度の予測が限度。
一方、より大きな時間・空間スケールの
大気海洋変動の影響を受ける台風の
統計値や台風の発生しやすさなどはより
先の予測が可能。

（補足）例えば通年の台風発生位置がエルニーニョ現象時は
南東に、ラニーニャ現象時は西にずれる有意な傾向があるなど、
時間・空間スケールの大きな大気海洋変動は台風の統計的な
ふるまいに影響を与える。

参考：大気現象の時間・空間スケールの関係
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② 不確実性を考慮した予測：アンサンブル予測による確率予測

アンサンブル予測のイメージ
細い実線が個々の予測結果
（メンバーと呼ぶ）

• アンサンブル予測は、リードタイムが長くなるにつれて大きくなる
不確実性を考慮した予測を可能にする。

• 複数の予測を行い、ある値の近傍を予測するメンバーが多け
れば、その値が実現する可能性が高い。

• メンバーのばらつきが大きければ（偏りがなければ）、予測の
不確実性が大きい。

不確実性を考慮したアンサンブル予測を用いて、確率的に予測する。

平年より多いか少ないかを予測することで、予測誤差の影響を減らす。（1か月より先の予測）

• １か月より先の予測では初期条件や境界条件に依存しない
予測誤差が大きくなるため、予測値の平年からの隔たりを階
級に分けて、それらの確率を予測することが一般的である。

• 各階級の範囲を参照すれば、どの程度の値をとる可能性があ
るのか、幅付きの予測として解釈することも可能。

階級別の確率予報の例

早めの備え
を促す情報
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海外気象機関による情報の例：米国海洋大気庁（上段）と欧州中期予報センター（下段）

６か月先までの予報 １週間先までの予報３週間先までの週別予報

大西洋全体での熱帯低気圧の発生数
が平年より多い・並・少ない確率など

熱帯低気圧が発生する可能性
がある領域とその確率

実況の擾乱の位置、台風に発達
する可能性のある領域とその確率

リードタイムが長い場合は領域全体、短い場合は場所ごとの可能性まで予報。
1週間先では、実況の擾乱が台風になる可能性まで予報している。（米国海洋大気庁）

海域毎の熱帯低気圧の発生数
（エラーバー付）など 熱帯低気圧が存在する領域とその確率など

１か月先までの週別予報６か月先までの予報

６か月先 ３か月先 １か月先 ２週間先 １週間先

早めの備え
を促す情報

米国海洋大気庁：数値予報の結果をもとに予報官が予報を発表。予報官の解説が充実しており、理解しやすい。

欧州中期予報センター：数値予報の結果のみをそのまま公表。
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「早めの備えを促す情報」の方向性（案）

リードタイムの長さに応じた予測可能性を踏まえた情報とする。（⇐検討項目①）
具体的には
• 気象学的に無理のない現象（時間・空間スケール）を予報する。
• 海外気象機関の情報例を参考に、リードタイムの長さに応じた情報とする。
• 「台風の特徴を伝えるきめ細かな情報」と可能な限りシームレスな情報とする。

不確実性を考慮しつつ、一般向けに分かりやすい情報とする。（⇐検討項目②）
具体的には
• 不確実性を考慮したアンサンブル予測を基に、確率的に予報する。
• 海外気象機関（特に解説が充実している米国）の情報例を参考に、確率や地図

形式の情報に見出しや解説をつけて提供する。
• 見出しや解説では、見通しを端的に分かりやすく伝える。

上記の方向性で良いか
今後、情報の具体的な内容を検討するにあたり留意すべき点について

検討事項

早めの備え
を促す情報

※具体案は第３回検討会で示す予定
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２．台風の特徴を伝えるきめ細かな情報



9

前回の論点と検討項目の整理

次の項目ごとに、現状の課題や改善の方向性について議論
①予報円と暴風警戒域
②予報の時間間隔
③風の情報（風分布・確率情報）
④波浪・高潮の情報
⑤予報期間

なお、前回もう１つの論点として挙げた
自治体、メディア向けの解説において、個々の台風の特徴に応じた解説や防災上の留意事項等を
十分に提供するためには、どのような解説をするべきか。

については、第４回で議論予定。

きめ細かな
情報

＜前回の論点＞
効果的な事前対策や防災対応に資する、台風の特徴を伝えるきめ細かな台風情報を提供
するためには、どのような情報であるべきか。
※例えば、台風の特徴を伝える風・波浪・高潮の詳細な情報、時間間隔の細かい予報
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① 予報円と暴風警戒域

進路が二つに分かれる可能性が
ある場合 転向後の速度幅が大きい場合

⇒方向性（案）
予報円と暴風警戒域の表示方法は維持しつつ、進路予報の不確実性をより詳細に表現するための情報の
提供方法を検討する。
※なお、「早めの備えを促す情報」において検討する1週間程度先の情報と重なる期間があることから、その整合にも留意す
る必要がある。

きめ細かな
情報

想定される予報円

想定される予報円

方向及び速さの両
方の誤差を表示

進路予報誤差を
加味した暴風の
警戒範囲を表示

予報円の中心は
標準で表示せず

速度の誤差が大きいが
方向の誤差は小さい

確率は少ないが北に
転向する可能性もある

進路予報の不確実性を詳細に表現することが難しいケース

現状及び課題
現行の予報円と暴風警戒域の表示は、進路の不確実性も踏まえつつ、進路及び暴風に警戒すべき範
囲が容易に確認可能であり、国民にも定着している。
一方で、進路が二つに分かれる場合や、転向後の速度幅が大きい場合など、進路予報の不確実性を詳
細に表現することが難しい場合がある。
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② 予報の時間間隔

暴風域に入る可能性
があるが暴風警戒域
に含まれていない

15日3時～16日3時の途中で暴風
域が無くなる予想だが、15日3時まで
の暴風警戒域しか示せていない

①台風の接近・上陸のタイミングが分かりにくい
②陸地により近づくことが表現できない

24時間刻み
より細かな刻み

台風の中心位置

⇒方向性（案）
時間間隔を細かくする。また、予報円を予報時刻ごとに表示できるようにするなど表示方法を工夫する。

①台風の接近・上陸のタイミン
グが分かりにくい

②陸地により近づくこと
が表現できない

③15日3時以降の暴風警戒
域が示せていない

③暴風警戒域が適切に表現できない
予報の時間間隔が長いことによる課題

きめ細かな
情報

イメージ

現状及び課題
現状の24時間刻みでは、台風の進路や影響をきめ細かく把握できない場合がある。
現状の時間間隔でも、台風の移動速度が遅い場合に予報円が重なって見えにくくなることがある。
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③ 風の情報（風分布）

現状及び課題
暴風域・強風域を円で表現しているが、実際の風の分布を表現するのに適切でない場合がある。
国際的には広く４象限などの詳細な風分布の解析・予報が実施されている。
詳細な風分布の解析・予報を行うためには、低軌道衛星のデータ活用や、強度予報の精度向上等が必要。

暴風域（円）
強風域（円）
実際の暴風の分布
実際の強風の分布

現状の円の風分布解析・予報 ４象限や詳細な風分布解析・予報
円表示では、実際の分布
を表現するのに適切でない
場合がある

イメージ ４象限や詳細な分布に
すると、より正確に実際
の分布を表現できる

暴風域（４象限）
強風域（４象限）
実際の暴風の分布
実際の強風の分布

イメージ

きめ細かな
情報

⇒方向性（案）
４象限などの詳細な風分布の解析・予報情報について、シンプルかつ分かりやすい形式で提供する。
また、進路予報の不確実性を考慮した風分布の表示方法についても検討する。

低軌道衛星による風分布の例
※暖色ほど風が強いことを表す

暴風警報や早期注意
情報等を絞り込むこと
が可能となる

円表示では、実際の分布を
表現するのに適切でない場合



13

③ 風の情報（確率情報）

現状及び課題
風の確率情報として「暴風域に入る確率」を提供。予報円及び暴風域の予報から機械的に算出。
米国では、各閾値以上の風が吹く確率として、複数のシミュレーション結果を活用した情報を提供。
確率情報は扱いが難しく、一般に広く利用されているとは言えない状況。

きめ細かな
情報

⇒方向性（案）
「暴風域に入る確率」の改善を実施し、改善した確率情報については、利用者にとって分かりやすい既存の
時系列情報に反映するとともに、利活用の促進につながる表示方法を検討する。

暴風域に入る確率

（参考）米国の暴風が吹く確率
（34kt, 50kt, 64kt）

分布図

地域ごとの時系列図

早期注意情報

予報の時間間隔や風分布の詳
細化に伴う改善を実施。米国
等の確率情報を参考にした改
善を検討

改善した確率情報を、利用者にとっ
て分かりやすい既存の時系列情報
に反映

改善 反映

危険度を色分け
した時系列

特徴を踏まえた詳細
な確率分布が表現
されている
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④ 波浪・高潮の情報

現状及び課題
予報期間は２日程度先までで、台風情報の５日先までよりも短い。
既存の台風情報の台風位置や風分布等と一体的な情報となっていない。
予測進路の不確実性を考慮した情報提供が十分ではない。

⇒方向性（案）
台風情報と台風の位置・風の分布などが整合した情報を提供するとともに、予報期間を延長する。また、
予測の不確実性を考慮した確率的な情報の提供についても検討する。

台風情報
による台風

MSMによ
る台風

波浪/高潮モデルに与える外力の例

既存の台風情報 波浪・潮位の情報
一体的な情報に向けた課題
波浪/高潮モデルの外力とする大気
モデルと台風情報との予測進路のず
れを考慮する必要がある。

連携させる

きめ細かな
情報

高潮

波浪
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⑤ 予報期間

⇒方向性（案）
予報期間の延長は、社会のニーズや、「早めの備えを促す情報」の１週目の情報等の他の情報との
整合などを考慮し、今後の精度向上を踏まえ検討する。

きめ細かな
情報

現状の５日先までの進路・強度予報精度

現状及び課題
現状の予報期間は５日先までで、主要な海外気象機関も５日先までとなっている。
現状の台風進路予報の誤差（過去５年平均）は、５日先で約300km程度となっており、７日先の
誤差はまだまだ大きいことから、今後の精度向上を踏まえた検討が必要。
社会のニーズや、「早めの備えを促す情報」の１週目（７日先まで）の情報や早期注意情報（５日先
まで）などとの整合も考慮する必要がある。
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「台風の特徴を伝えるきめ細かな情報」の方向性（案）まとめ

項目 方向性案

①予報円と暴風警戒域 予報円と暴風警戒域の表示方法は維持しつつ、進路予報の不確実性をよ
り詳細に表現するための情報の提供方法を検討する。

②予報の時間間隔 時間間隔を細かくする。また、予報円を予報時刻ごとに表示できるようにする
など表示方法を工夫する。

③風の情報（風分布）
４象限などの詳細な風分布の解析・予報情報について、シンプルかつ分かり
やすい形式で提供する。また、進路予報の不確実性を考慮した風分布の表
示方法についても検討する。

③風の情報（確率情報）
「暴風域に入る確率」の改善を実施し、改善した確率情報については、利用
者にとって分かりやすい既存の時系列情報に反映するとともに、利活用の促
進につながる表示方法を検討する。

④波浪・高潮の情報
台風情報と台風の位置・風の分布などが整合した情報を提供するとともに、
予報期間を延長する。また、予測の不確実性を考慮した確率的な情報の提
供についても検討する。

⑤予報期間
予報期間の延長は、社会のニーズや、「早めの備えを促す情報」の１週目の
情報等の他の情報との整合などを考慮し、今後の精度向上を踏まえ検討す
る。

きめ細かな
情報

検討事項
上記の方向性でよいか
今後、情報の具体的な内容を検討するにあたり留意すべき点について

※具体案は第３回検討会で示す予定
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３．新たな台風情報の提供方法
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「新たな台風情報の提供方法」の方向性（案）
現状及び課題

気象庁では、雨や波浪・高潮等の情報や、その他の防災気象情報（警報・注意報、気象情報、海上警
報など）をそれぞれ提供しているが、台風情報と一体的に提供できていない。
台風が温帯低気圧に変わった後でも、警戒が必要な場合にはその他の防災気象情報で警戒を呼びかけ
ているが、台風でなくなったことで警戒が必要ないと受け取られる場合がある。
暴風が吹く期間が分かる情報は、危険度を色分けした時系列や、早期注意情報、暴風域に入る確率な
どで提供しているが、台風情報と一体的に提供できていない。

キキクル 今後の雨台風情報 早期注意情報

危険度を色分けした時系列 海上警報など

⇒方向性（案）
台風本体だけでなく台風から離れた場所でも警戒が必要であることを伝えるため、台風情報と雨や波浪・
高潮等の情報がリンクする形で提供する。また、温帯低気圧化後に警戒を呼びかける情報や暴風が吹く
期間が分かる情報についても、台風情報と結びついた提供方法を検討する。

きめ細かな
情報

早めの備え
を促す情報


